
図書館が行う 
ライティングセンターの運営 
 

- 学術的文章を書く力を育むために - 

広島大学図書館 
上田大輔 

http://www.hiroshima-u.ac.jp/wrc/ 



大学としての問題意識 

学修環境の整備 
– 卒業論文、修士論文、博士論文の作成支援 

– レポート、学術論文、国際学会発表原稿の作成支援 

– 英語による文書等の作成支援 

研究大学として発展 
– 人文・社会系の学術論文の英文化 

ライティングセンター設置案 

－ 広島大学の機能強化に向けた行動計画2012 － 



現在までの流れ 

2012-10：ライティングセンター設置WG 

2013-04：ライティングセンターを設置（機能として） 

チューター養成を兼ねた大学院授業の開設 

「学術文章の書き方とその指導法」 

   09：チューター採用（8名：修士6，博士2） 

チューター事前研修 
(早稲田大学ライティングセンタ-による企画・実施) 

10：アクセシビリティ研修、模擬セッション 
  ライティングセンター主担当の設置 

   11：実際の業務開始 



広島大学 
ライティングセンターとは？ 

書き手と一緒になって文章を検討し、より分かり
やすい文章を一緒に作っていく。 
 

• チューターによる1対1のセッション(文章検討) 

• 学術的文章（レポート、論文など）が対象。 

• 文章の添削はしない。 

• 構想、アウトライン、下書きなど、どの状態もOK 

• 書き手の「思考を整理する」「思いを引き出す」 

書き手の学術的文章を書く力を育む 



運用状況 

• 中央図書館内にライティングセンター設置 

–現在は受付とセッションが別の場所 

• 授業期平日の10：30-16：00まで営業 

• 学生チューターがセッションを担当 
（1人週2コマ程度） 

• 図書館職員は予約管理などのサポート業務 







情報共有 

• オンライン授業支援システム(BB9)を共有
ツールとして活用 
–振り返り、ミーティング議題案、研修アーカ
イブなど 

• 週1回チューター(全員)と職員が集まって
ミーティング 
–振り返り、懸念事項の解決、テーマ研修など 



授業支援システム
での情報共有 



研修 
アーカイブ 



広報 

• ポスター、チラシ、卓上チラシ 

• ウェブサイト 

–図書館ではなく、大学のサイトに 

• 学生向けポータルサイト 

• 教養科目授業(図書館担当コマ)で説明 

「広島大学のスペシャリスト」受講者70名程度 

 









友人・知人の紹介 

ちらし・ポスター 

ホームページ 

その他 

どこでWRCを知りましたか？ 

34% 

ライティングセンターアンケート（2013年11月～2014年2月）より 
有効回答数：70 （はじめて利用した人のみ） 



利用状況 

年月 
セッション 
可能数 

セッション 
回数 

セッション 
利用率 

2013/11 118 30 25% 

2013/12 85 28 33% 

2014/01 105 66 63% 



気づきや文章作成のヒントを 
得られたか？ 

ライティングセンターアンケート（2013年11月～2014年2月）より 
有効回答数：107 

大いに得られた 

得られた 

どちらともいえない 

あまり得られなかった 

ほとんど得られなかった 73% 

26% 



ライティングセンターに 
また来たいと思うか？ 

ライティングセンターアンケート（2013年11月～2014年2月）より 
有効回答数：104 

73% 

26% 
また来たい 

どちらともいえない 

来たくない 98% 



今後の課題 

• 継続的な運用 

• 学内での認知度向上 

• 日本語を母語としない留学生への対応 

• 英語文章への対応 

• 利用者の増加、サービス拡大に伴う
チューター、受付人員等の配置 

• 利用者の心理面を考慮したセッション 
空間の整備 

 


